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ビ
ル
マ
連
邦
縞
理
大
臣
ウ
・
ヌ
ー

　
仏
教
に
は
ご
つ
の
大
き
な
流
派
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
実
に
不
幸
な
事
実
で
あ
り
、
全
一
仏
教
を
世
界
的

に
決
す
る
為
に
・
も
大
き
な
障
害
で
あ
る
と
思
う
。
今

　
こ
そ
我
々
は
此
等
を
超
越
せ
ね
ば
な
ら
な
い
時
で
あ

る
と
思
う
。

　
仏
教
で
異
っ
た
宗
派
を
固
執
す
る
の
は
、
ど
ち
ら

か
と
云
う
と
無
智
な
人
で
、
い
わ
ゆ
る
有
識
者
で
は

な
い
。
然
ら
ば
有
識
者
と
は
如
何
な
る
人
か
と
云
う

・
と
、
そ
れ
は
仏
陀
の
聖
教
を
正
し
い
方
法
で
熱
心
に

実
践
す
る
人
々
で
あ
る
。
此
等
の
実
践
を
つ
づ
け
る

事
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
全
一
仏
教
運
動
を
促
進
す

る
一
つ
の
大
き
な
い
し
づ
え
な
の
で
あ
る
。

　
私
は
現
在
、
切
実
に
全
一
仏
教
の
重
要
性
を
感
じ

、
て
い
る
。
若
し
、
日
本
の
皆
さ
ん
が
全
一
仏
教
を
世

界
的
に
決
め
る
為
に
、
ビ
ル
マ
へ
お
出
に
な
り
委
員

会
を
開
催
す
る
様
に
な
れ
ば
、
其
等
の
費
用
は
喜
ん

で
我
々
が
負
担
す
る
で
あ
り
ま
し
よ
ら
。

　
再
た
び
私
は
、
全
日
本
仏
教
会
が
日
本
仏
教
徒
十

島
を
選
ん
で
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン
市
に
よ
こ
さ
れ

此
等
仏
陀
の
み
教
を
個
人
的
に
実
証
さ
れ
る
事
を
、

こ
こ
に
提
案
い
た
す
次
才
で
あ
り
ま
す
。

　
若
し
も
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ら
の
方
を
ビ
ル
マ
へ
よ

こ
し
て
下
さ
れ
ば
、
我
々
は
そ
れ
ら
の
方
々
を
ゲ
ス

ト
と
し
て
沁
預
り
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
此
等
の
方

々
が
、
精
神
的
な
修
行
を
実
践
し
た
後
日
本
に
帰
っ

て
参
り
ま
す
れ
ば
、
そ
の
経
験
か
ら
見
出
し
た
も
の

を
日
本
の
皆
さ
ん
に
語
る
事
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
私

は
そ
こ
に
全
一
仏
教
の
萌
芽
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

●

　
終
り
に
望
み
、
皆
様
に
仏
法
僧
三
宝
の
功
徳
の
あ

ま
ね
か
ら
ん
事
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

日
緬
佛
教
ご
國
際
親
善
に

　　

蛯
ｫ
な
役
割
を
果
・
し

　
　
　
　
ビ
ル
マ
転
轍
首
相
帰
臥

　
首
相
一
行
は
午
前
八
時
霧
雨
く
も
る
羽
田
室
港
に

予
定
通
り
安
着
仏
教
国
日
本
へ
矛
一
歩
を
印
し
た
。

　
室
港
に
．
は
衆
参
両
院
議
長
、
重
光
外
相
初
め
各
閣

僚
、
全
仏
か
ら
佐
々
木
理
事
長
は
じ
め
各
役
員
が
出

迎
し
た
。

　
同
首
相
は
直
に
迎
賓
館
に
入
り
少
憩
の
の
ち
、
鳩

山
首
相
に
来
日
の
あ
い
さ
つ
を
な
し
、
十
時
四
十
分

か
ら
の
全
仏
主
催
の
歓
迎
仏
教
徒
大
会
に
臨
ん
だ
。

　
折
柄
の
豪
雨
に
も
拘
ら
ず
本
堂
前
に
整
列
す
る
築

地
小
学
校
児
童
の
出
迎
を
う
け
て
本
堂
に
立
錐
の
余

地
の
な
い
千
型
名
の
仏
教
徒
の
日
緬
両
国
旗
や
仏
旗

打
振
る
申
を
歓
呼
に
迎
え
ら
れ
て
本
堂
所
定
の
席
に

着
席
し
た
。

　
先
づ
柳
部
長
の
司
会
で
は
じ
ま
り
開
会
の
辞
を
中

山
国
際
局
長
が
、
つ
父
い
て
大
谷
光
照
会
長
の
導
唱

に
よ
っ
て
三
帰
依
文
を
，
引
き
つ
づ
き
首
相
夫
妻
が

仏
前
に
お
い
て
敬
慶
な
る
礼
拝
献
花
を
行
い
、
花

束
を
全
仏
．
雪
仏
婦
連
．
築
地
、
浅
草
両
本
願
寺
、

，
埼
銀
、
ビ
ル
マ
…
戦
没
者
慰
霊
会
よ
り
夫
々
贈
呈
、
立
正

学
園
聖
歌
隊
の
ぜ
ル
マ
国
歌
～
全
員
に
よ
る
日
本

　
　
の
　
　
唱
凸
め
畝
‘
　
、
ド
跡
　
　
　
鰐
、

つ
讐
い
て
ビ
ル
マ
営
相
の
メ
ツ
セ
ー
ヂ
が
な
さ
れ
」

た
。
特
に
同
着
相
は
仏
教
の
全
世
界
的
運
動
の
展
開

を
強
張
し
滞
日
中
に
仏
教
講
演
を
た
の
ま
れ
れ
ば
ぜ

ひ
や
り
た
い
と
仏
教
に
よ
る
親
善
を
強
調
し
た
。

　
つ
ぎ
に
二
仏
よ
り
記
念
の
念
珠
を
一
蓮
つ
つ
一
行
．

に
．
ま
た
首
相
に
は
香
炉
と
名
香
及
び
有
重
氏
か

層
ら
寄
贈
の
青
滋
の
達
麿
大
師
像
を
佐
々
木
理
事
長
よ

り
贈
呈
し
、
全
仏
婦
連
か
ら
は
首
相
夫
人
に
真
珠
の

く
び
か
ざ
り
を
山
本
杉
理
事
長
が
お
く
っ
た
。

　
最
後
に
友
松
事
務
総
長
の
閉
会
の
辞
が
あ
っ
て
、

千
代
田
女
学
園
聖
歌
隊
に
よ
る
仏
教
徒
の
歌
が
声
高

ら
か
に
響
く
旗
の
波
の
中
を
一
行
は
歓
呼
に
応
え
て
，

合
掌
し
つ
玉
十
一
時
二
十
分
本
願
寺
を
出
発
、
鳩
山

首
相
の
招
待
会
に
臨
ん
だ
。

眞〕築地本願寺でのウ6ヌ占首相

迎仏教徒大会に於ける大谷全仏

長の三帰難文導唱

緊
緊
歓
会

各
宗
振
か
ら
記
念
品
を
お
《
る

　
ウ
・
ヌ
ー
首
相
一
行
は
日
程
が
短
時
日
の
た
め
、

．
京
都
、
奈
良
方
面
へ
参
拝
す
る
こ
と
が
出
来
ず
非
常

に
残
念
が
つ
て
お
ら
れ
た
が
、
関
西
事
務
局
で
は
各

宗
滋
に
呼
び
か
け
．
記
念
品
を
ま
と
め
全
仏
本
部
へ

送
っ
て
来
た
の
で
、
関
東
各
階
の
分
と
共
に
リ
ス
ト

を
作
り
、
中
山
国
際
局
長
、
柳
同
部
長
が
二
十
二
日

午
後
軍
時
迎
賓
館
に
同
首
相
を
訪
問
し
贈
呈
し
た
と

こ
ろ
、
同
首
相
は
各
宗
派
の
お
く
り
も
の
に
対
し
、

非
常
に
喜
ば
れ
よ
ろ
し
く
伝
え
て
ほ
し
い
と
語
っ

た
。
、
記
念
品
を
お
く
ら
れ
た
各
宗
派
次
の
通
り
．

　
　
曹
洞
ゆ
石
東
本
願
寺
、
西
本
願
寺
、
天
台
宗
、

　
　
日
蓮
宗
、
高
野
山
真
言
宗
、
智
積
院
、
東
大
寺

　
　
知
恩
院
、
法
隆
寺
、
薬
師
寺
、
真
宗
高
田
派
、

　
　
総
持
寺
、
円
覚
寺
等
。
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全
佛
教
聯
繋
の
論
難
を
結
集
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本
編
纂
所
置

所粛F置
長典毫

に

　日
長　、

　
英
文
仏
教
百
科
大
辞
典
編
纂
に
つ
い
て
セ
イ
ロ
ン

の
コ
テ
ラ
ワ
ラ
首
柑
の
親
書
が
営
営
へ
と
却
い
た
の

で
早
速
在
日
セ
イ
ロ
ン
公
使
と
交
渉
す
る
ほ
か
全
仏

で
は
再
度
に
わ
た
る
準
備
委
員
会
を
開
き
、
種
々
検

討
し
て
き
た
が
七
月
唱
日
常
務
理
事
会
に
お
い
て
最

後
的
に
本
事
業
を
至
仏
の
責
任
に
お
い
て
な
す
こ
と

に
一
致
し
た
の
で
、
去
る
六
日
午
前
十
時
よ
り
全
仏

事
務
総
局
に
お
い
て
日
本
編
纂
所
の
開
設
準
備
委
員

会
を
開
き
、
そ
の
後
の
経
過
報
告
と
過
般
の
常
務
理

事
会
決
議
事
項
を
報
告
し
、
直
に
才
一
回
編
纂
委
員

会
に
切
替
え
協
議
に
入
り
、
先
づ
全
快
を
代
表
し
佐

々
木
理
事
長
よ
り
常
務
理
事
長
の
決
定
に
も
と
づ
き

名
称
を
英
文
仏
教
百
科
大
辞
典
日
本
編
纂
所
と
し
編

纂
所
長
に
満
場
一
致
長
井
真
琴
博
士
を
推
薦
し
所
在

地
を
東
洋
大
学
大
学
院
内
に
お
き
全
仏
の
責
任
に
お

い
て
世
紀
の
大
事
業
を
完
煙
し
た
い
か
ら
全
仏
教
学

者
各
位
の
絶
大
な
る
御
協
力
を
頂
き
た
い
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
て
の
ち
長
井
博
士
か
ら
力
強
い
就
任
の

あ
い
さ
つ
に
引
つ
∫
き
同
博
士
を
座
長
に
推
薦
し

協
議
を
す
エ
め
、
副
所
長
に
宮
本
正
尊
氏
（
関
東
）
、
山

口
益
（
関
西
）
の
両
博
士
を
、
編
纂
局
長
に
は
花
山
信

勝
博
士
を
、
主
任
に
は
石
田
瑞
麿
民
を
決
定
し
、
委
員

会
の
委
員
長
は
長
井
所
長
兼
任
と
し
副
委
員
長
に

は
花
山
信
勝
（
関
泉
）
、
長
尾
稚
人
（
関
西
）
、
友
松
円

諦
（
全
仏
）
の
王
氏
を
．
ま
た
常
任
委
員
に
は
増
永

鍵
鳳
（
駒
大
）
、
坂
本
幸
男
（
立
正
）
、
那
須
（
大
正
）
、

中
村
元
（
東
大
）
、
塚
本
善
隆
（
京
大
）
、
西
義
雄
（
東

洋
）
、
小
谷
徳
水
（
ヤ
ン
グ
イ
ー
ス
ト
）
北
畠
、
岩
野
因

中
山
の
全
三
三
局
長
の
十
氏
を
き
め
た
。

　
な
お
編
纂
局
長
の
下
に
主
任
に
石
田
端
場
氏
以
下

若
干
名
の
優
秀
な
る
助
宇
を
配
置
す
る
こ
と
に
な
つ

足

井
眞
琴
　
博
士
　
就
任

ビルマ遣黙諾集事業本格イ
　
決
議
機
関
と
し
て
日
本
編
纂
所
の
理
事
会
を
お
き

全
仏
の
常
務
理
事
全
員
と
編
纂
委
員
会
の
亙
選
に
よ

る
正
副
所
長
、
正
副
編
纂
委
員
長
並
に
財
界
有
力
者

を
以
っ
て
構
成
し
運
営
と
促
進
を
は
か
り
事
務
は
全

仏
国
些
些
に
お
い
て
取
扱
う
こ
と
に
な
る
予
定
で
開

所
は
直
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
世
紀
の
大
事
業
と
い

わ
れ
る
こ
の
難
事
業
も
機
構
が
全
く
と
瓦
の
い
日
本

仏
教
学
者
の
総
動
員
に
よ
っ
て
い
よ
く
そ
の
矛
一

歩
を
ふ
み
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
編
纂
委
員
会
の
委
員
は
次
の
通
り

宮
本
正
尊
、
花
山
信
勝
、
結
城
令
聞
．
申
村
元
、
水

野
弘
元
（
東
大
）
、
久
保
田
正
文
、
望
月
歓
厚
、
布
施

尊
覧
、
坂
本
幸
男
（
立
正
大
）
、
阿
川
貫
達
、
那
須

政
隆
、
平
了
照
、
関
口
真
大
、
佐
藤
密
雄
、
長
沢
実

導
．
松
濤
誠
廉
、
梶
芳
光
運
（
大
正
大
）
、
衛
藤
即
応

山
田
霊
林
、
増
永
塞
鳳
、
博
林
皓
堂
（
駒
沢
大
）
、
藤

…
レ
b

原
猶
雪
、
玉
木
康
四
郎
．
勝
又
俊
教
、
西
義
雄
（
東

洋
大
）
」
山
田
竜
城
、
金
倉
円
照
（
東
北
大
）
、
干
潟
竜

祥
（
九
州
大
）
、
長
尾
雅
人
、
塚
本
善
隆
、
松
尾
義
海

（
京
大
×
深
浦
正
文
、
高
峰
了
州
、
石
田
充
之
、
宮

崎
円
遵
、
月
輪
賢
隆
（
竜
大
）
、
山
口
益
、
野
上
俊

静
、
名
畑
応
順
、
舟
橋
一
哉
、
横
超
慧
日
（
谷
大
）
、

中
野
義
照
、
大
山
公
淳
、
酒
井
真
典
（
高
野
山
大
）
、

高
畠
寛
我
、
恵
谷
隆
戒
、
伊
藤
真
徹
（
仏
教
大
）
、
今

津
供
宴
、
緒
方
宗
博
、
横
井
聖
山
（
花
園
大
）
、
小
田

慈
舟
、
鬼
縛
雪
辱
、
壁
上
灌
雄
、
服
部
如
実
（
種
子

院
大
）
、
上
田
義
文
（
名
古
屋
大
）
、
安
藤
俊
雄
（
東
海

同
朋
大
）
、
高
田
修
（
美
術
研
究
者
）
、
石
井
真
峯
（
静

岡
大
）
、
山
本
晃
紹
、
多
田
等
観
、
小
谷
徳
水
、
石
川

存
静
、
村
野
宣
忠
、
小
谷
淡
雲
、
徳
沢
竜
謹
、
逸
見

畑
野
、
野
本
三
智
、
春
日
井
真
城
、
金
松
賢
諒
、
堀

．
一
郎
（
学
識
経
験
者
）
、
友
松
円
諦
、
中
山
理
々
　
北

畠
教
真
（
全
仏
力
）
。

　
英
文
百
科
辞
典
に
つ
い
て
重
器

　
八
月
六
日
N
H
K
国
際
放
送
を
通
じ
　
英
文
仏
教

百
科
大
辞
典
編
纂
に
つ
い
て
在
日
セ
イ
ロ
ン
公
使
フ

オ
ソ
セ
愚
母
と
友
松
事
務
総
長
が
放
送
す
る
。
同
放

送
は
イ
ン
ド
、
セ
イ
ロ
ン
向
け
で
あ
る
。
　
　
、

．
…
…
一
，
國
會
で
決
議
さ
　
る

ウ
・
ヌ
ー
首
相
積
極
的
協
力
を
約
す

：出申げ於衆

噺礎

ジ茗の読

露悪霧

妻事轟鶴

生員じり臣

事がめ上に

　
去
る
六
月
一
日
ビ
ル
マ
戦
浸
者
慰
鰻
会
が

設
置
さ
れ
、
そ
の
後
も
此
の
問
題
に
つ
き
高

曇
が
中
心
と
な
っ
て
種
々
交
渉
を
つ
づ
け
て

来
た
が
、
今
回
、
ウ
・
ヌ
ー
ビ
ル
マ
首
相
の

訪
日
に
際
し
，
い
よ
く
具
体
的
に
明
る
い

見
通
し
が
つ
い
て
来
た
。

　
去
る
七
月
五
日
、
衆
議
院
オ
ニ
議
員
会
館

に
於
て
ビ
ル
マ
遺
骨
収
集
に
つ
い
て
の
打
合

せ
会
が
、
翌
六
日
過
は
同
実
行
委
員
会
が
、

そ
し
て
八
日
に
は
同
事
務
連
絡
会
が
、
そ
れ

み
＼
開
か
れ
た
同
八
日
午
翫
十
時
四
十
四
分

原
ビ
ル
マ
マ
ン
ダ
レ
L
会
長
、
黒
川
信
夫
氏
が
出
席

し
、
熱
心
に
当
時
の
模
様
、
治
安
の
状
態
、
現
在
ま
で

の
接
衝
の
経
過
が
の
べ
ら
れ
、
最
後
に
委
員
の
真
崎

議
員
か
ら
、
「
政
府
は
速
や
か
に
隔
地
遺
骨
収
集
の
具

体
的
計
画
を
た
て
ら
れ
ん
事
を
要
望
す
る
」
と
の
緊

急
動
議
が
あ
り
、
同
委
員
会
に
於
て
決
議
と
し
て
と

り
上
げ
る
事
に
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。
こ
こ
に
於

て
ビ
ル
マ
遺
骨
収
集
事
菜
は
国
会
を
動
か
し
、
国
民

運
動
に
進
展
の
歩
を
力
強
く
ふ
み
出
し
た
。

　
ウ
・
ヌ
ー
首
相
の
来
日
し
た
十
九
日
午
後
三
時
、

鳩
山
首
相
の
招
待
午
餐
会
に
於
て
は
、
川
崎
厚
生
大

臣
よ
り
ウ
・
ヌ
ー
首
相
に
対
し
、
遺
骨
収
集
事
葉
に

就
て
、
貴
下
の
寛
大
な
る
御
便
宜
を
賜
わ
り
た
い
と

の
申
出
が
成
さ
れ
た
が
、
同
首
相
は
、
私
と
し
て
も

こ
れ
が
速
や
か
に
実
現
す
る
事
を
望
ん
で
を
り
、
ビ

ル
マ
国
政
府
も
全
面
的
に
援
助
を
惜
し
ま
ぬ
旨
の
厚

　
　
　
∩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
為
　
　
ひ
　
　
　
、
　
　
唖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

る
も
の
を
同
日
出
席
者
に
与
え
た
。

　
な
お
又
翌
二
十
日
夜
の
、
光
輪
閣
に
於
け
る
在
日

ビ
ル
マ
代
理
大
使
招
待
会
に
於
て
も
、
席
上
大
谷
四

仏
会
長
は
、
前
日
の
ウ
・
ヌ
ー
首
相
の
厚
意
に
感
謝

の
意
を
表
し
、
今
や
こ
の
事
業
は
た
だ
一
人
遺
家
族

の
み
の
要
請
で
な
く
、
国
民
の
総
意
に
も
と
つ
く
も

の
で
あ
る
か
ら
、
何
卒
御
便
宜
を
与
え
て
ほ
し
い
旨

を
の
べ
た
。

　
以
上
の
如
く
、
ビ
ル
マ
遺
骨
収
集
は
同
慰
霊
会
の

発
足
と
、
同
会
則
及
び
各
役
員
の
決
定
を
見
、
日
緬

両
国
政
府
も
一
致
協
力
し
て
こ
れ
が
実
現
に
努
力
す

る
様
話
も
す
す
ん
で
来
た
の
で
、
今
秋
に
は
民
地
に

遺
骨
収
集
の
調
査
団
を
派
遣
し
、
雨
期
あ
け
を
ま
っ

て
、
い
よ
く
本
格
的
収
集
事
業
を
開
始
出
来
る
様

に
二
仏
中
心
に
着
々
準
備
を
す
す
め
て
い
る
。

　
な
お
慰
霊
会
の
名
誉
会
長
に
大
谷
光
照
会
長
を
、
「

会
長
に
高
岡
大
輔
代
議
士
を
決
定
し
た
。

遠
い
ビ
ル
マ
よ
　
長
田
恒
雄

ビ
ル
マ
よ

遠
い
ビ
ル
マ
よ

あ
そ
こ
の
大
地
に
は

私
た
ち
の
同
胞
の
骨
が
こ
ろ
が
っ
て
い
る

白
く
さ
ら
さ
れ
て

森
の
な
か
に
、
河
の
底
に

谷
の
あ
わ
い
に

物
言
わ
ず
こ
ろ
が
っ
て
い
る

そ
の
ひ
と
た
ち
は
、
か
つ
て

若
さ
に
あ
ふ
れ
た
眸
を
か
が
や
か
し

頬
に
え
く
ぼ
を
刻
ん
で
笑
ひ

明
る
い
夢
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
し
て
い
た

あ
の
眉
、
あ
の
は
な
し
ご
え

そ
の
ひ
と
た
ち
が
、
い
ま

こ
え
も
な
く
、
た
だ
白
く

ば
ら
ば
ら
の
骨
と
な
っ
て
こ
ろ
が
っ
て
い
る

森
の
な
か
に
河
の
底
に

谷
の
あ
わ
い
に

き
よ
う
、
こ
の
孟
蘭
盆
会
の
つ
ど
い
に

私
た
ち
は

馳遅

ｭ
、
ビ
ル
マ
を
想
ぴ

あ
の
ひ
と
た
ち
の
白
い
骨
を
想
い
描
く

あ
の
ひ
と
た
ち
の
骨
を
．

た
だ
こ
ろ
が
し
て
は
お
け
な
い

あ
の
ひ
と
た
ち
の
白
い
骨
を

あ
た
ら
し
い
時
代
の

や
わ
ら
げ
と
ひ
か
り
の
た
め
に

こ
の
掌
に
む
か
え
て

こ
の
掌
の
な
か
で
あ
た
た
め
よ
う

レ
　
　
」
こ
卍
、
　
　
り
．
こ
　
」
h
の
よ
う
　
　
、
　
馳
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ら
ノ

地
方
組
織
の
確
立
ヒ
躍
動
の
た
み
に

府
縣
佛
教
會
代
表
者
提
鞘
開
く

　
去
る
七
月
三
日
午
後
五
時
よ
り
築
地
本
願
寺
で
、

全
国
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
同
が
開
催
さ
れ
た
。

出
席
は
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
栃
木
、
山
梨
．
新

潟
、
北
海
道
、
愛
知
、
静
岡
，
福
岡
、
島
根
、
京
都

（
近
畿
二
府
四
県
代
表
）
秋
田
、
岩
手
、
山
形
、
等

の
各
府
県
か
ら
各
々
府
県
仏
教
会
長
（
叉
は
代
理
）

と
全
仏
か
ら
事
務
総
長
以
下
全
局
部
長
で
、
事
務
総

局
の
提
案
を
中
心
に
本
年
度
の
運
動
目
標
た
る
地
区

仏
教
会
組
織
の
確
立
強
化
と
活
濃
な
布
教
の
展
開
の

為
の
具
体
的
方
策
に
就
き
検
討
を
加
え
た
。
本
会
同

の
協
議
内
容
は
大
要
次
の
如
く
で
あ
る
。

〔篇眞〕　府県仏教会代表者会同で

　　　　協議申の各代表

都
道
府
県
仏
教
会
組
織
と
そ
の
運
気
の
強
化
策

各
府
県
仏
．
教
会
は
市
郡
町
村
仏
教
会
と
更
に
緊
密
な

－
連
絡
提
携
を
図
り
相
亙
の
活
動
を
強
化
す
る
。
更
に

全
国
を
九
プ
ロ
ツ
ク
に
分
け
、
プ
ロ
ツ
ク
内
県
仏
の

連
絡
を
強
化
す
る
と
共
に
綜
合
的
企
劃
に
よ
り
地
方

仏
教
運
動
を
活
写
化
、
す
る
。
仏
蓋
置
婦
社
事
等
は
夫

々
の
機
関
の
助
成
発
展
に
務
め
全
仏
運
動
の
強
化
を

一
図
る
。
法
人
登
記
税
金
問
題
寺
に
就
い
て
は
各
宗
と

も
蓮
絡
を
と
り
速
や
か
に
処
理
す
る
。
又
解
放
農
地

の
国
家
補
償
要
請
は
各
宗
派
と
も
連
絡
を
と
り
慎
重

に
研
究
を
進
め
た
上
善
処
す
る
。
斯
様
な
活
動
を
進

め
て
行
く
為
に
も
、
、
機
関
紙
「
全
仏
通
信
」
に
依
り

県
下
郡
市
町
村
仏
教
会
へ
連
絡
を
強
め
る
。

全
国
地
匡
傳
道
に
つ
い
て

　
都
道
府
県
仏
教
会
は
塞
く
も
年
一
回
全
地
域
集
中

　
或
は
、
巡
回
伝
道
を
行
う
。
郡
市
町
村
仏
教
会
は
県

　
仏
を
通
じ
て
全
日
と
も
連
絡
し
、
夫
々
の
単
位
で

　
伝
道
を
行
5
。
こ
の
た
め
の
講
師
派
遣
に
つ
い
て

　
は
全
仏
で
も
で
き
得
る
限
り
尽
力
す
る
。
全
仏
派

　
遣
の
際
は
交
通
費
全
乳
負
担
、
講
師
謝
儀
宿
泊
費

　
は
主
催
看
負
担
、
伝
道
の
規
模
に
よ
っ
て
は
全
払

　
よ
り
係
員
も
同
道
、
期
聞
は
年
払
随
意
、
但
し
講

　
師
派
遣
希
望
は
一
ケ
月
以
前
に
連
絡
の
こ
と
。

　
そ
の
他
伝
道
資
料
と
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ト
ラ

　
ク
ト
等
希
望
に
よ
り
無
料
配
送
（
個
人
希
望
は
応

多
大
の
成
果
を
お
さ

蒙
ず
）
．
仏
四
仏
回
覧
、
及
に
も
努

　
ま
た
青
少
年
、
婦
人
、
社
事
、
教
理
、
音
楽
等
の

　
各
種
講
習
を
開
催
す
る
場
合
の
講
師
派
遣
も
右
に

　
準
ず
る
。
　
　
　
　
　
犠

都
道
府
県
仏
敢
会
負
担
金
に
つ
い
て

　
本
年
の
全
仏
予
算
中
、
都
道
府
県
低
教
会
、
そ
の
他

　
加
盟
団
体
（
宗
派
を
除
く
）
の
負
担
金
は
こ
百
万

　
円
で
、
都
道
府
県
は
寺
院
数
に
よ
り
計
算
し
（
一

　
ケ
寺
十
五
円
）
こ
れ
に
府
県
の
級
別
に
よ
る
割
当

　
金
を
加
え
て
、
・
各
府
県
の
負
担
金
を
算
出
し
た
。

　
こ
れ
は
仏
教
徒
募
金
に
よ
る
こ
と
Σ
し
、
割
当
額

　
を
越
え
れ
ば
、
超
過
額
の
六
割
を
そ
の
地
区
の
資

　
金
と
し
て
戻
す
。
こ
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
全
代

　
表
が
そ
の
目
標
を
完
噂
し
、
全
仏
運
動
の
経
済
的

　
基
礎
を
確
立
す
る
た
め
の
努
力
を
約
さ
れ
た
。

ビ
ル
マ
載
没
者
慰
霊
対
策
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
ビ
ル
マ
首
相
来
日
等
に
よ
り
い
よ
く
具

　
体
化
し
つ
つ
あ
る
の
で
各
地
の
遺
族
へ
の
連
絡
を

め

全
村
中
央
講
習
會
お
わ
「
ろ

　
矛
二
回
申
央
講
習
会
は
、
去
る
七
月
一
日
目
り
築

地
本
願
寺
で
開
催
さ
れ
、
一
日
十
時
半
知
切
言
歳
講

師
の
「
放
送
文
芸
と
教
化
」
に
よ
り
三
日
間
に
亘
る

講
義
が
開
始
さ
れ
た
。
目
切
講
師
は
現
代
の
マ
ス
・

コ
ミ
ニ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
の
時
代
の
布
教
、
其
の
為
の
種

々
な
技
術
的
考
慮
に
就
い
て
，
其
の
長
い
経
験
か
ら

の
見
解
を
表
明
。
午
後
は
権
藤
円
立
講
師
の
「
現
代

教
化
と
音
楽
」
で
、
伝
統
的
な
仏
教
儀
式
の
中
に
深

い
晋
楽
的
芸
術
的
意
味
を
見
出
す
と
共
に
布
教
活
動

に
音
楽
を
と
り
入
れ
る
事
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
、

内
．
山
回
術
講
師
は
そ
の
経
験
と
深
い
学
識
に
依
り
、

寺
院
の
児
童
、
青
少
年
教
化
の
在
り
方
に
就
い
て
具

体
的
教
示
を
与
え
ら
れ
た
。
、
引
続
き
北
村
大
栄
、
山

本
杉
．
米
山
久
、
猪
俣
興
一
、
紀
野
一
義
査
氏
と
岩

野
局
長
を
中
心
に
青
小
難
教
化
問
題
に
つ
き
座
談
会

に
入
り
、
r
仏
青
、
仏
婦
問
題
、
青
少
年
不
良
化
防
止

問
題
等
に
就
い
て
も
広
範
な
研
究
を
行
っ
た
6

　
矛
二
日
目
は
午
前
十
時
よ
り
阿
部
真
之
助
講
師
の

「
現
代
の
日
本
」
と
云
う
評
論
の
後
新
興
宗
教
特
に
創

価
学
会
に
つ
い
て
の
座
談
討
義
を
行
い
、
大
石
秀
典

執
行
海
秀
、
菅
谷
正
貫
、
宮
崎
英
修
、
申
紅
教
篤
の

各
中
心
発
言
者
の
読
明
と
参
加
者
に
よ
る
質
疑
で
研

〔禦眞〕矛二回中央講習会々場にて

講演する阿寒真之助講師

　
　
　
“
　
■

　
図
り
弔
祭
方
法
を
研
究
す
る
。
こ
の
た
め
九
月
末

　
．
頃
ま
で
に
各
府
県
仏
で
管
下
各
寺
院
を
通
じ
、
・

　
ビ
ル
マ
方
面
に
於
け
る
戦
没
者
氏
名
、
戦
死
場
所

　
階
級
、
法
名
等
を
調
査
の
上
、
全
仏
国
際
局
宛
報

　
告
す
る
こ
ど
を
申
し
合
せ
た
。

第
三
回
全
日
本
佛
教
徒
会
議
身
延
大
会

　
期
日
会
場
　
十
憎
月
四
、
五
、
六
の
二
泊
三
日
間

　
於
山
梨
県
身
延
山
久
遠
寺
n
参
加
費
三
百
円
。
宿

　
泊
料
千
円
（
個
人
又
は
団
体
負
担
）
。
参
加
人
員

　
各
府
県
推
薦
五
重
。
こ
の
大
会
成
功
の
た
あ
に
各

　
府
県
仏
で
は
出
来
る
限
り
努
力
す
る
。

猶
、
本
会
同
出
席
代
表
者
は
．
帰
郷
後
、
広
く
各
プ

ロ
ツ
ク
内
の
他
府
県
仏
に
呼
び
か
け
全
仏
加
盟
に
よ

る
組
織
強
化
を
は
か
る
こ
と
が
申
し
合
わ
さ
れ
た
が

そ
の
後
雲
藤
島
根
県
仏
会
長
の
斡
旋
で
、
早
速
鳥
取

県
仏
が
全
仏
加
盟
の
方
針
を
決
定
し
た
と
の
連
絡
が
，

あ
り
、
ま
た
蒲
地
福
岡
露
仏
会
長
が
磁
心
で
目
下
九

州
各
県
仏
の
強
化
と
ブ
ロ
ッ
ク
結
成
へ
の
努
力
が
行

わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
・
　
　
、
．

究
が
行
わ
れ
、
午
後
は
中
村
元
講
師
が
「
世
界
思
」

想
に
於
け
る
仏
教
」
と
題
t
て
仏
陀
の
教
法
が
広
く
」

洋
の
東
西
に
亘
り
影
響
を
及
ぼ
し
来
っ
た
事
、
ま
た

現
在
細
米
に
於
て
仏
教
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る

実
情
を
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
西
洋
哲
学
史

等
の
資
料
を
掲
げ
乍
ら
説
明
し
、
此
様
な
現
代
の
世

界
に
於
け
る
仏
教
徒
と
し
て
の
使
命
の
重
要
性
を
具

体
的
な
事
笑
に
基
き
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
後
文
部
省

の
井
上
事
務
官
．
粟
本
俊
道
氏
を
招
い
て
宗
教
法
人
．

法
の
解
説
と
新
法
人
と
し
て
の
登
記
の
問
題
に
就
い

て
講
義
が
あ
り
、
終
っ
て
参
加
者
中
の
希
望
者
を
集

め
都
内
寺
院
を
バ
ス
で
見
学
し
た
。

　
矛
三
日
は
上
原
專
蘇
講
師
が
「
現
代
の
詩
風
に
就

い
て
」
で
仏
教
者
が
真
に
現
代
に
生
き
る
為
に
は
歴

史
主
義
酌
な
現
代
の
把
握
の
上
に
自
己
の
信
仰
の
確

立
さ
る
べ
き
を
示
摘
さ
れ
、
■
在
来
の
仏
教
者
の
活
動

の
批
判
的
発
展
の
方
向
を
示
唆
さ
れ
、
最
後
の
講
義

は
佐
藤
功
講
師
で
、
現
在
の
憲
法
改
正
の
問
題
点
の

解
説
と
こ
れ
へ
の
対
処
に
於
け
る
慎
重
な
検
討
と
現

在
の
情
勢
の
正
し
い
把
握
が
必
要
な
る
誉
め
諸
注
意

が
あ
り
、
多
く
の
具
体
的
資
料
の
解
説
が
行
わ
れ
た
。
．

’
陶
此
の
講
習
会
記
要
は
近
日
申
に
編
集
さ
れ
．
」
，
望
月
．

中
旬
に
は
発
行
の
予
定
澄

　
　
　
幡

ノ

一
5

．
ご
し
．

「
』
『際
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ウ
・

ヌ
ー
首
相
大
本
山
総
持
寺
へ
認
識

。
…
…
．
蘭
山
あ
げ
て
’
の
大
歓
迎

　
多
忙
な
日
程
の
中
を
ビ
ル
マ
首
相
一
行
は
、
二
十

急
円
午
前
十
時
四
十
五
分
鶴
見
総
持
寺
に
参
拝
、
ま

ず
鶴
見
女
子
高
校
、
中
校
生
一
千
三
百
余
名
や
』
般

信
徒
数
百
名
の
出
迎
の
中
を
勅
使
門
前
に
て
下
車
、

同
寺
保
育
園
児
の
花
束
贈
呈
を
弓
け
、
岩
本
勝
俊
監

，
院
白
峰
副
監
院
の
先
導
に
て
仏
殿
に
入
り
、
，
万
国
戦

肖
者
の
慰
霊
法
要
に
参
拝
献
花
を
な
し
、
座
禅
堂
に

お
け
る
座
禅
を
熱
心
に
拝
み
、
つ
づ
い
て
天
真
閣
に

お
け
る
二
千
名
近
く
の
仏
教
徒
を
前
に
別
項
の
如
く

「
日
本
仏
教
徒
に
告
ぐ
」
の
大
講
演
を
な
し
た
、
ζ

の
講
演
会
に
は
臨
写
大
谷
会
長
も
臨
席
あ
い
さ
つ
を

な
し
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

　
次
い
で
紫
雲
台
に
お
け
る
歓
迎
午
餐
会
に
臨
み
犠

南
方
仏
教
国
の
外
交
団
、
高
階
管
長
、
渡
辺
管
主
は

じ
め
横
浜
市
長
、
知
事
代
理
、
仏
教
関
係
者
八
十
余

白
と
歓
談
し
、
記
念
撮
影
を
終
え
て
同
時
三
十
分
鎌

倉
円
覚
寺
へ
向
つ
た
。

　
　
　
鎌
倉
円
覚
寺

　
ご
時
に
到
着
、
舎
利
殿
に
て
参
拝
、
管
長
室
に
お

い
て
同
派
管
長
朝
比
奈
宗
源
老
師
と
欧
米
旅
行
に
つ

い
て
語
り
合
い
名
残
惜
し
く
同
町
を
出
発
し
た
。

　
　
　
鎌
倉
・
大
．
佛

　
三
時
に
大
仏
に
到
着
し
大
仏
に
礼
拝
し
た
の
ち
平

塚
の
横
浜
ゴ
ム
工
場
へ
向
つ
た
、
同
夜
篤
農
家
石
井

家
で
宿
泊
し
翌
廿
二
日
箱
根
周
遊
し
て
午
後
四
時
迎

賓
館
に
帰
館
し
た
。

　
　
　
帽
　
路
　
ビ
ル
マ
へ

　
あ
わ
た
だ
し
い
四
日
間
の
日
程
を
終
え
て
、
一
行

は
国
際
親
着
と
仏
教
の
親
善
摂
携
に
大
き
な
役
割
を

，
果
し
、
日
本
に
お
け
る
歓
迎
に
感
謝
を
し
つ
玉
、
同

夜
十
一
時
五
十
九
分
羽
田
室
悪
運
で
、
重
光
外
相
や

富
仏
関
係
者
多
数
官
民
の
見
送
を
う
け
て
機
上
の
人

芝
な
り
合
掌
と
共
に
雷
雨
の
中
を
一
路
ビ
ル
マ
へ
飛
・

懸
塞
行
の
日
壽
在
中
を
外
馨
で
隠
然
色

o
●
●
直
●
○
。
●

映
画
に
収
録
し
朝
日
ニ
ュ
ー
ス
映
画
社
が
作
成
し
ビ

ル
マ
へ
お
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
大
谷
会
長
を
臨
む
会
を
開
催

　
今
回
ビ
ル
マ
首
相
来
日
歓
迎
の
た
め
、
本
会
々
長

大
谷
光
照
垂
下
が
東
上
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
機
会
に

同
会
長
を
囲
ん
で
種
々
本
会
運
営
に
関
す
る
懇
談
会

を
去
る
十
九
日
正
午
よ
り
築
地
本
願
寺
に
於
て
開
催

し
た
。

毒
血
長
の
挨
拶
、
友
松
事
務
総
長
、
北
畠
、
岩

野
▼
中
山
饗
鞠
局
長
よ
り
所
管
事
項
の
報
告
に
引
続

き
樵
尾
、
長
井
両
副
会
長
、
各
出
席
堂
務
理
事
よ
り

種
々
な
る
意
見
の
開
陳
が
あ
り
、
会
長
現
下
も
長
時

，
間
に
亘
り
熱
心
に
懇
談
さ
れ
た
。
当
日
の
懇
談
会
は

今
後
の
本
会
活
動
の
展
開
に
当
っ
て
、
意
義
あ
る
集

い
で
あ
っ
た
。
出
席
者
は

　
長
井
、
椹
尾
副
会
長
、
長
岡
、
重
永
、
謄
本
。

倉
持
、
山
本
杉
抽
堤
、
藤
暑
の
各
常
務
理
事
、
全
仏
総

長
局
長
部
長

秋
田
で
縣
佛
組
織
強
化
成
る

　
秋
田
県
仏
教
会
の
再
組
織
大
会
は
去
る
七
月
九
日

午
前
十
時
よ
り
角
館
町
常
光
寺
で
開
か
れ
た
が
、
全

仏
か
ら
は
新
潟
、
秋
田
県
下
に
伝
道
の
旅
を
続
け
て

い
た
友
松
事
務
総
長
が
こ
れ
に
出
席
し
、
全
町
へ
の

協
力
と
全
一
仏
教
運
動
推
進
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　
こ
の
大
会
で
朽
木
正
己
氏
が
県
仏
会
長
に
選
任
さ

れ
、
決
議
、
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
が
、
会
長
以
下
の
・

役
職
員
は
「
県
下
各
宗
派
寺
院
．
壇
信
徒
団
体
を
結

集
し
、
一
致
協
力
、
も
っ
て
教
法
の
開
顕
と
弘
通
に

二
進
」
し
「
全
世
界
の
仏
教
徒
と
提
携
し
、
世
界
平

和
、
万
邦
協
和
の
理
想
士
の
実
現
」
に
向
っ
て
努
力

す
べ
く
．
具
体
的
運
動
の
実
践
の
た
め
の
準
備
に
着

手
し
た
。
猶
、
友
松
総
長
は
、
大
会
後
引
続
き
県
下

各
地
の
伝
道
を
行
い
、
十
一
日
帰
京
し
た
。

　
　
　
新
潟
で
集
中
傳
道

　
全
心
で
は
か
ね
て
か
ら
新
潟
県
仏
教
会
長
安
藤
寿

雄
氏
と
連
絡
、
新
潟
県
下
二
叉
伝
道
を
計
画
中
で
あ

っ
た
が
、
安
藤
会
長
の
献
身
的
な
努
力
に
よ
っ
て
現

地
の
具
体
的
折
衝
も
完
了
、
諸
準
備
が
成
っ
た
の
で

去
る
七
月
五
日
・
よ
り
七
日
ま
で
の
三
日
間
矛
一
期
集

中
伝
道
と
し
て
出
雲
崎
の
西
越
高
校
、
岩
塚
の
明
鏡

寺
、
与
板
町
公
民
館
、
長
明
寺
、
柏
崎
の
柿
崎
学
校

等
の
各
処
で
友
松
事
務
総
長
に
よ
る
桑
開
講
演
会
が

開
か
れ
た
。

　
現
地
で
は
県
下
各
地
抜
駆
教
会
、
地
元
寺
院
の
全

面
的
な
協
力
に
よ
り
、
各
地
で
多
数
の
聴
衆
を
動

員
し
、
非
常
な
成
．
功
で
あ
っ
尤
。
な
お
、
こ
の
よ
サ

な
集
中
伝
道
を
通
じ
て
県
仏
教
会
の
結
束
と
仏
教
運

鰍
綴
醜
無
難
窮
騨
姓
礁
蠣
推

　
　
　
　
趙
僕
初
副
会
長
来
日

　
来
る
忌
月
六
日
よ
り
広
島
で
原
水
爆
禁
止
世
界
平

和
大
会
が
開
か
れ
多
数
の
外
国
代
表
の
来
日
が
予
定

ざ
れ
て
い
．
る
が
、
申
国
よ
り
仏
教
協
会
副
会
長
趙
模

初
氏
の
来
日
が
決
定
し
た
旨
の
入
電
が
あ
っ
た
噂
氏

の
来
日
は
申
共
治
下
の
仏
教
事
情
を
明
ら
か
に
レ
．

ま
た
日
中
の
仏
教
交
流
の
上
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る

本
会
で
は
十
六
旧
歓
迎
会
を
ひ
ら
く
予
定

低
敏
籍
の
御
用
は
中
山
へ

売
買
共
に
御
照
会
下
さ
い

　
　
東
京
都
文
京
区
湯
島
三
組
町
十
三
番
地

　
　
　
仏
教
翼
中
山
書
房

　
　
　
　
　
　
振
替
東
京
一
八
〇
三
二
八
番

　
　
　
　
　
．
電
話
（
8
3
）
入
四
九
四
番

◎
佛
旗
を
掲
げ
ま
せ
う

大
一
八
○
○
円
中
三
五
〇
円

小
　
　
　
九
〇
円

◎
佛
教
徒
の
歌

　
　
　
法
の
み
山
レ
コ
雪
下

　
「
枚
　
二
〇
〇
円
　
　
送
料
　
一
五
〇
円

　
　
　
全
日
本
仏
敷
会

（
編
．
集
後
記
）

◇
佐
々
木
理
事
長
は
高
階
管
長
と
共
に
、
入
月
上
旬

　
ブ
ラ
ジ
ル
巡
教
の
途
に
つ
か
れ
る
。
・

◇
世
界
宗
教
会
議
は
八
月
一
日
よ
り
開
か
る
。
，
仏
教

　
関
係
者
の
外
国
代
表
は
二
十
余
名
参
加
、
本
会
で

　
も
歓
迎
会
を
ひ
ら
く
予
定
。

◇
国
際
局
の
松
濤
主
事
は
浄
土
宗
開
教
師
と
し
て
、

　
本
月
下
旬
に
ハ
ワ
イ
へ
向
け
出
発
活
躍
を
大
い
に

　
期
待
。

◇
暑
中
の
瑚
各
位
の
御
健
康
を
念
じ
て
居
ま
す
。
露
）

　繋


